
　
平
成
28
年
２
月
26
日
、
昭
島
市
民
会
館

に
お
い
て
第
57
回
東
京
都
農
業
委
員
・
農

業
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
農
業
関
係
者
約
９
０
０
人
が

参
加
し
、
農
業
委
員
会
活
動
方
針
、
活
動

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
は
じ
め
、
東
京
農
業
の
確

立
に
関
す
る
要
望
等
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
に
受
賞
式
典
が
行
わ
れ
、

本
市
で
は
下
記
の
お
方
が
栄
え
あ
る
受
賞

を
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
18
日
、
東
村
山
市
市
民

セ
ン
タ
ー
で
、
北
多
摩
地
区
農
業
委
員
会

連
合
会
に
よ
る
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰
が

行
わ
れ
、
本
市
か
ら
乙
幡
司
氏
が
野
菜
部

門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
「
都
市
農
業
・
農
地
の

現
状
と
今
後
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都
農

業
会
議
事
務
局
長
北
沢
俊
春
氏
に
よ
る
記

念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（1） む さ し む ら や ま
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農
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会
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東
京
都
産
業
労
働
局
長
賞

氏

氏 氏

下 田 蔵 人

乙 幡　司 石 川 清 治

農友会新鮮組

第
五
十
七
回
東
京
都
農
業
委
員
・

　
　
　
　
　
　
農
業
者
大
会
開
催

北
多
摩
地
区
連
合
会
　
　

　
優
秀
農
業
経
営
者
表
彰

栄
え
あ
る
受
賞
者

○
農
業
後
継
者
顕
彰

○
企
業
的
農
業
経
営
顕
彰

○
農
業
功
労
者
表
彰

地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献

稀
少
価
値
の
高
い
小
盆
栽
を
通
信

販
売
で
消
費
者
に
提
供

学
校
給
食
を
通
じ
て
地
産
地
消
と

食
育
へ
の
取
り
組
み
を
実
施



　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
東
京
都

農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
無
料

簿
記
講
習
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
習
会
は
、
６
月
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
毎
月
行
い
ま
す
。
講
習
内
容
は
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
記
帳
の
仕
方
な
ど
、

受
講
者
の
希
望
に
沿
っ
た
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
す
で
に
６
月
か
ら
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
受
付
は
随
時
行
っ
て
い

ま
す
。

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
業
委

員
会
事
務
局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
講
習
期
間
　
平
成
28
年
６
月
か
ら
平

成
29
年
２
月
ま
で
（
毎
月
１
回
）

・
受
講
料
　
無
料

・
場
所
　
中
部
地
区
会
館
（
市
役
所
４
階
）

（
注
）
パ
ソ
コ
ン
の
準
備
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
を
ご
準
備

く
だ
さ
い
。

　
平
成
21
年
に
農
地
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
相
続
等
に
よ
り
新
た
に
農
地
権

利
者
と
な
っ
た
方
は
、
農
地
の
大
小
、

市
街
化
調
整
区
域
・
市
街
化
区
域
を
問

わ
ず
、
権
利
を
取
得
し
た
日
か
ら
1０
か

月
以
内
に
農
業
委
員
会
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
未
届
出
者
、
虚
偽
報
告
者
に
は
1０
万

円
以
下
の
過
料
等
の
罰
則
規
定
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
28
年
４
月
よ
り
「
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
農

業
委
員
会
の
構
成
が
大
き
く
変
わ
り
、

農
業
委
員
の
選
出
方
法
が
従
来
の
農
業

委
員
選
挙
に
よ
る
公
選
選
出
及
び
農
業

団
体
等
の
推
薦
に
よ
る
任
命
が
廃
止
さ

れ
、
一
般
公
募
や
農
業
者
等
の
推
薦
に

よ
る
選
出
後
、
市
長
が
議
会
の
同
意
を

得
て
、
任
命
す
る
方
法
に
変
わ
り
ま
す
。

　
現
任
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る
平
成

29
年
７
月
よ
り
新
制
度
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
詳
細
は
農
業
委
員
会
事
務
局
又
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
認
定
農
業
者
制
度
と
は
、
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
「
今
後
と

も
農
業
で
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
す
る
意

欲
あ
る
農
業
者
の
皆
さ
ん
」
を
認
定
農

業
者
と
し
て
区
市
町
村
長
が
認
定
し
、

支
援
を
行
っ
て
い
く
制
度
で
す
。

　
認
定
を
受
け
る
に
は
、
今
後
５
年
間

に
取
り
組
む
経
営
改
善
の
内
容
を
記
載

し
た
「
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
申
請

書
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
市
担
当
職
員
、

農
業
委
員
、
農
業
振
興
事
務
所
職
員
等

が
相
談
、
指
導
に
応
じ
ま
す
。

　
認
定
農
業
者
に
な
る
と
、
農
業
者
は
、

自
ら
の
経
営
内
容
を
分
析
し
計
画
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
営
能
力
の
向

上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
は
、
低
利
融
資

や
各
区
市
町
村
独
自
の
補
助
金
、
税
制

上
の
特
例
措
置
、
情
報
提
供
な
ど
の
支

援
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
申
請
書
の
配
布
、
受
付
は
９
月
３０
日

（
金
）
ま
で
産
業
観
光
課
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
問
　
産
業
観
光
課
（
内
線
　
２
２
６
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
者
の
死
亡
・

疾
病
等
に
よ
り
農
業
を
継
続
で
き
な
く

な
っ
た
農
地
の
買
い
取
り
請
求
に
つ
い

て
、
随
時
農
業
従
事
者
等
に
対
し
、

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
、
農
業
委
員
又
は
農
業
委
員

会
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
あ
っ
せ
ん
等
で
取
得
し
た
生

産
緑
地
の
期
間
（
３０
年
）
は
前
所
有
者

の
期
間
を
継
承
し
ま
す
。

＊
生
産
緑
地
を
他
人
に
貸
し
て
い
る
場
合

は
、市
に
対
し
て
買
取
り
申
出
が
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
農
業
者
制
度
の
ご
案
内

認
定
農
業
者
制
度
の
ご
案
内

農
地
権
利
取
得
者
の
届
出

農
地
権
利
取
得
者
の
届
出

（2）む さ し む ら や ま

農
業
簿
記
講
習
会
の
ご
案
内

農
業
委
員
会
法
が
　
　

　
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
制
度
は
廃
止
　
　
　
　
　

　
当
市
は
平
成
29
年
７
月
か
ら

認
定
申
請
の
受
付
け
は　
　
　

　
　
　
　

９
月
３０
日（
金
）ま
で

生
産
緑
地
の
あ
っ
せ
ん



　
武
蔵
村
山
市
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
で
は
、

武
蔵
村
山
市
の
“
農
あ
る
風
情
”
を
感

じ
る
風
景
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
規
定
等
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
り
】

　
平
成
28
年
1０
月
末
日
必
着

　
発
表
は
入
賞
者
に
直
接
連
絡
。

【
問
合
せ
先
】

　
産
業
観
光
課
（
内
線
２
２
６
）

　
農
業
委
員
会
で
は
、
各
委
員
が
日
頃

よ
り
農
地
を
見
回
っ
て
い
ま
す
が
、
農

地
管
理
推
進
月
間
の
一
環
と
し
て
、
毎

年
、
８
月
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
農
地
は
食
糧
生
産
の
場
で
あ
り
、
ま

た
環
境
保
全
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要

な
役
割
を
担
う
大
切
な
資
産
で
あ
り
ま

す
。

　
次
世
代
に
優
良
な
農
地
を
残
す
た
め
、

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
遊
休
農
地

及
び
違
反
転
用
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
今
年
度
の
調
査
は
、
８
月
2３
日
か
ら

３1
日
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
相
続
税
納
税
猶
予
農
地
に
つ
い
て
は

適
正
な
管
理
を

怠
る
と
税
額
が

確
定
し
、
利
子

を
含
め
た
税
額

を
納
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
最
近
の
農
地
制

度
の
改
正
を
踏
ま
え
て
、
農
業
者
の
皆

さ
ん
の
日
頃
の
考
え
や
意
見
等
を
出
し

合
い
、
今
後
の
農
業
振
興
に
役
立
て
る

た
め
に
昨
年
に
引
き
続
き
５
月
に
、
市

内
３
か
所
で
農
業
者
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
東
京
都
農
業
会
議
事
務
局

長
の
北
沢
俊
春
氏
を
招
き
、
有
意
義
な

意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
で
は
、
座
談
会
で
の
意
見
・

要
望
を
も
と
に
今
後
、
関
係
機
関
に
対

し
て
要
望
等
を
行
っ
て
行
く
と
と
も
に
、

今
後
も
引
き
続
き
こ
の
よ
う
な
機
会
を

設
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
座
談
会
の
内
容
を
ふ

ま
え
、
平
成
27
年
９
月
、
市
長
に
対
し

以
下
の
内
容
の
建
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

・
都
市
農
業
振
興
策
の
推
進

・
認
定
農
業
者
制
度
の
普
及
促
進

・
多
摩
開
墾
の
整
備

　
多
摩
開
墾
に
代
表
さ
れ
る
市
街
化
調

整
区
域
内
の
農
地
の
貸
借
に
つ
い
て
は
、

市
が
間
に
入
っ
て
、
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
よ
る
利
用
権
設
定
で
認
定

農
業
者
に
対
し
、
農
地
の
貸
し
借
り
が

で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
貸
し
た
農
地
は
期
限

（
約
５
年
間
）
が
来
れ
ば
必
ず
返
還
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
期
間
満
了
前
に
貸
し
手
と
借

り
手
の
双
方
の
了
解
の
も
と
で
継
続
し

て
貸
し
借
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
利
用
権
設
定
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
は
、
相
続
税
納
税
猶
予
制
度
の

適
用
を
受
け
て
い
る
農
地
を
貸
し
付
け

て
も
猶
予
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

今
後
相
続
が
あ
っ
た
場
合
も
、
貸
し
付

け
て
い
る
農
地
は
相
続
税
納
税
猶
予
制

度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
農
業
者
年
金
は
、
加
入
者
・
受
給
者

数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
積
立
方
式
（
確

定
拠
出
型
）
の
公
的
年
金
と
し
て
平
成

14
年
１
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
の
第
１
号

被
保
険
者
で
あ
る
農
業
者
が
よ
り
豊
か

な
老
後
生
活
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
国
民

年
金
に
上
乗
せ
し
た
公
的
な
年
金
制
度

で
す
。

　
支
払
う
保
険
料
は
、
全
額
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住

民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

　
問
　
農
業
委
員
会
事
務
局

農
あ
る
風
情

　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

農
あ
る
風
情

　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

農
地
の
利
用
貸
借
に
つ
い
て

（３） む さ し む ら や ま

農
地
の
利
用
状
況
調
査
　
　

（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）の
実
施

農
業
者
座
談
会
を
開
催

農
業
者
年
金
に
加
入
を

平成27年度　最優秀賞
『黄金色に輝く米畑』



　
今
年
も
農
作
業
に
は
厳
し
い
夏
に

な
り
そ
う
で
す
。
体
調
管
理
を
し
っ

か
り
行
い
、
こ
の
暑
い
夏
を
乗
り
切

り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
編
集
員
　
高
山
　
充
則

　
　
　
　
〃
　
　
田
代
　
敏
夫

　
　
　
　
〃
　
　
木
下
　
和
年

　
　
　
　
〃
　
　
朝
倉
庄
吉
郎

　
　
　
　
〃
　
　
伊
東
　
誠
司

　
　
　
　
〃
　
　
福
島
　
昭
宏

　
全
国
農
業
新
聞
は
農
業
委
員
会
組
織

が
発
行
す
る
農
業
総
合
専
門
誌
で
す
。

最
新
の
農
業
事
情
を
は
じ
め
、
家
族
が

楽
し
め
る
記
事
も
充
実
さ
れ
て
お
り
、

地
域
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
や
話
題
等
が
満

載
に
紙
面
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

　
発
行
日
　
週
１
回
（
金
曜
日
）

　
購
読
料
　
月
　
　
　
７
０
０
円

　
　
　
　
　
　
年
額
　
８
，４
０
０
円

　
申
し
込
み
　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
現
在
、
市
内
に
は
体
験
型
市
民
農
園

が
２
園
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
体
験
型
市
民
農
園
は
、
市
民
の
農
業

体
験
の
場
、
ま
た
市
民
交
流
の
場
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
不
足

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
そ
こ
で
、
農
園
の
開
設
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
農
園
を
開
設
す
る
際
の
設
備

費
に
つ
い
て
、
一
部
補
助
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
な
お
、
体
験
型
市
民
農
園
は
、
相
続

税
納
税
猶
予
の
対
象
農
地
に
開
設
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
現
在
の
利
用
料
）

　
１
区
画
　
３０
㎡
　
３
万
円

問
　
産
業
観
光
課
（
内
線
２
２
６
）

　
法
令
等
で
認
可
さ
れ
た
設
備
を
使
わ

な
い
焼
却
は
、
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
例
外
と
し
て
樹
木
・
農
作
物
の
病

害
虫
防
除
等
、
営
農
上
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
理
由
が
あ
れ
ば
実
施
で
き
ま
す
が
、

周
辺
か
ら
の
苦
情
が
あ
っ
た
際
に
は
指

導
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
焼
却
を
行
う
場
合
は
、

天
候
や
風
向
き
を
考
慮
す
る
な
ど
、
周

辺
の
生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
て
く
だ

さ
い
。

　
多
摩
開
墾
内
の
道
路
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
通
行
す
る
大
切
な
道
路
で
す
。

　
道
路
内
で
は
優
し
い
運
転
に
心
が
け

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
も
引
き
続
き
、
悪
路
の
整
備

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
道
路
の
穴
に
石
や
残
滓
を
捨

て
る
と
、
車
の
パ
ン
ク
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
お
や
め
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育

成
す
る
た
め
に
、
農
業
実
習
の
受
入
先

と
な
る
協
力
農
家
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
研
修
後
は
そ
の
ま
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
入
先
と
な
り
ま
す
。

＊
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
等
か
ら
生
じ

る
未
利
用
農
地
の
発
生
を
防
ぎ
、
将
来

に
わ
た
り
市
民
に
新
鮮
で
安
全
な
農
産

物
の
供
給
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
市

内
の
農
家
か
ら
農
作
業
の
手
伝
い
の
依

頼
が
あ
っ
た
時
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い

た
方
を
紹
介
し
、
一
定
期
間
、
作
業
実

習
を
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

≲
現
在
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
≳

　
・
受
入
れ
農
家
数
　
　
　
　
５
戸

　
・
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
　
1３
人

問
　
産
業
観
光
課
（
内
線
２
２
６
）

体
験
型
市
民
農
園
の
　
　

　
　
　開
設
に
ご
協
力
を

体
験
型
市
民
農
園
の
　
　

　
　
　開
設
に
ご
協
力
を

農
業
新
聞
の
購
読
の

　

　
　
　
　
　お
し
ら
せ

農
業
新
聞
の
購
読
の

　

　
　
　
　
　お
し
ら
せ

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

　研
修
受
入
れ
の
お
願
い

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

　研
修
受
入
れ
の
お
願
い

（4）む さ し む ら や ま

*

編
集
後
記*

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す
。

多
摩
開
墾
内
の
　
　
　
　

　
道
路
通
行
時
の
お
願
い


